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                             平成２９年２月２４日 

東 北 電 力 株 式 会 社  
 

東通原子力発電所の現在の状況について 
 
１．運転状況 

� 平成２３年２月６日より第４回定期検査を実施中 
 
 
２．電気出力（ 平成２８年１１月 ～ 平成２９年１月 ） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

３．その他 

（１）東通原子力発電所における雨水の浸入防止措置に係る調査結果について 

� 当社は，平成２８年１１月１６日，原子力規制委員会より，「北陸電力株式会社志

賀原子力発電所２号炉の原子炉建屋内に雨水が流入した事象に係る対応について」

（指示文書）を受領しました。 

� 本件は，北陸電力株式会社志賀原子力発電所２号炉の原子炉建屋内に雨水が流入し

た事象を受け，原子力規制委員会から，重要度の特に高い安全機能を有する設備を

設置する建屋について，貫通部から建屋内部への水の浸入を防ぐ措置の現況につい

て調査し，その結果を平成２８年１２月２６日までに報告することを求められたも

のです。 

� 調査の結果，建屋等の貫通部から建屋内部への雨水の浸入を防ぐ措置が適切に実施

されていることを確認し，平成２８年１２月２６日に原子力規制委員会へ報告しま

した。 

(別紙１) 東通原子力発電所における雨水の浸入防止措置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考資料２  
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（２）東通原子力発電所における新規制基準への適合に向けた工程の見直しについて 

� 当社は，東通原子力発電所の安全性向上に向け，新規制基準適合性審査への対応と

ともに，同基準や最新の知見を踏まえた安全対策について，平成２９年４月の工事

完了を目指し，取り組んできました。 

� 現在，新規制基準適合性審査において，敷地内断層の活動性評価に時間を要してい

ることから，審査に時間を要するものと考えております。 

� また，安全対策工事については，先行プラントを含めた審査の動向を踏まえ得られ

た知見・評価を反映しながら設計や工事を進めていくこととしております。 

� このため，安全対策全体の工程工事をあらためて評価した結果，平成３１年度の工

事完了を目指して工事を進めていくこととしました。 

 （別紙２）東通原子力発電所に関わる安全性向上と再稼動に向けた取り組み 

 

 

  
詳細については，当社ホームページから確認することができます。

(http://www.tohoku-epco.co.jp） 

 

  



東通原子力発電所における雨水の浸入防止措置   
 
 
 
 

 

＜調査結果＞ 

� 地表面上の貫通部（①「屋外に通じる扉」および②「機器等を搬出入する個所（蓋付き）」等） 

 

� 地表面上の貫通部（①「屋外に通じる扉」および②「機器等を搬出入する個所（蓋付き）」等） 

• 建屋（１階床面高さ）は，地表面の基準高さ（※）に対して 20cm 高く設定しており，これにより，屋外に通じる扉は雨水の浸入防止を考慮した

措置がなされている。※ 東通：海抜 13.0ｍ 

• また，機器等を搬出入する個所は，基本的に地表面の基準高さに対して 20cm より高く設定しており，雨水の浸入防止を考慮した措置がなされて

いる。 

 
 

いる。 

• なお，地表面から 20cm までの範囲に設置されている貫通部については，充填材等の施工により雨水の浸入防止を考慮した措置がなされている。 

� 地表面以下の貫通部（③配管，ケーブルトレイ等の貫通部） � 地表面以下の貫通部（③配管，ケーブルトレイ等の貫通部） 

• 充填材等の施工により，雨水の浸入を防ぐ措置が実施されている。 
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雨水の浸入防止措置の例 
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